
キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス

宇
宙
の
旅
を
経
て
地
球
へ
の
帰
還
を
果
た
し
た
。

　「は
や
ぶ
さ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、1
9
8
0
年

代
の
中
頃
、全
国
の
大
学
の
宇
宙
工
学
の
研
究
者

が
、宇
宙
科
学
研
究
所
に
集
ま
り
開
始
し
た
宇

宙
探
査
の
た
め
の
基
礎
的
な
共
同
研
究
が
出
発

点
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

母
体
と
し
て
、1
9
9
6
年
に
正
式
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
足
、2
0
0
3
年
に
打
ち
上
げ
と
な
っ

た
。着
想
か
ら
25
年
、当
初
20
〜
30
代
だ
っ
た
若

い
研
究
者
達
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
経
験
を

積
み
、現
在
は
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究

者
と
な
り
、各
地
の
大
学
で
宇
宙
工
学
の
基
礎

研
究
と
と
も
に
後
進
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。土
屋
先

生
は
、こ
の「
は
や
ぶ
さ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
多
く
の
研

究
者
が
育
っ
て
い
っ
た
こ
と

を
、「
は
や
ぶ
さ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　「最
近
は
、と
か
く
華
や
か

な
成
果
だ
け
に
光
が
当
て
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、そ
れ

だ
け
で
は
学
問
は
進
歩
も
し

な
い
し
、深
ま
り
も
し
な
い
。

地
道
な
努
力
を
重
ね
て
自
ら

を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
学

問
は
進
む
。そ
う
い
う
意
味

で
、今
回
の
受
賞
は
、『
は
や

ぶ
さ
』を
開
発
し
そ
の
運
用

に
努
力
さ
れ
た
方
々
と
と
も

に
、そ
れ
を
支
え
て
き
た
研

 

　1
月
１
日
、学
術
や

芸
術
な
ど
の
分
野
で

傑
出
し
た
業
績
を
あ

げ
た
個
人
・
団
体
に
贈

ら
れ
る
2
0
1
0
年
度

朝
日
賞
が
、小
惑
星
探

査
機「
は
や
ぶ
さ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
本
学
理
工
学

部
の
土
屋
和
雄
教
授
に
贈
ら
れ
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
学
術
界
代
表
と
し
て
の
功
績
を
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
で
あ
る
。

　「は
や
ぶ
さ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
目
的

は
、地
球
の
引
力
圏
を
離
れ
て
宇
宙
を
航
行
し
、

小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
に
着
陸
し
て
そ
の
表
面
の

物
質
の
サ
ン
プ
ル
を
地
球
に
持
ち
帰
る
こ
と
で

あ
っ
た
。つ
ま
り
こ
れ
ま
で
片
道
の
旅
で
あ
っ
た

惑
星
間
航
行
を
往
復
旅
行
に
す
る
こ
と
、そ
し

て
そ
の
表
面
か
ら
物
質
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す

る
こ
と
で
あ
る
。土
屋
先
生
は
、宇
宙
工
学
、宇
宙

科
学
の
研
究
者
達
と
共
同
し
て
、主
と
し
て
2
つ

め
の「
サ
ン
プ
ル
の
採
取
」と
い
う
課
題
の
研
究

に
注
力
さ
れ
た
。2
0
0
3
年
5
月
9
日
、宇
宙

科
学
研
究
所
が
鹿
児
島
県
内
之
浦
宇
宙
空
間
観

察
所
か
ら
打
ち
上
げ
た
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ

さ
は
、当
初
2
0
0
6
年
に
帰
還
予
定
で
あ
っ
た

が
、燃
料
漏
れ
や
エ
ン
ジ
ン
故
障
、行
方
不
明
に

な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
、2
0
1
0

年
6
月
13
日
、7
年
間
で
約
60
億
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

究
者
の
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
褒
章
さ
れ
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

　研
究
は
、そ
れ
が
世
界
最
先
端
の
研
究
で
あ

る
ほ
ど
、成
功
の
可
否
が
未
知
数
と
な
り
、か
つ

具
体
的
な
成
果
が
出
る
ま
で
の
時
間
が
長
く
な

り
が
ち
で
あ
る
。事
業
仕
分
け（
行
政
刷
新
会
議
）

で
の「
２
位
で
は
駄
目
か
」発
言
が
話
題
に
な
っ

た
が
、具
体
的
な
成
果
の
見
え
に
く
い
基
礎
研
究

に
は
予
算
が
つ
き
に
く
い
の
が
現
状
だ
。多
く
の

科
学
者
た
ち
同
様
、土
屋
先
生
は「
科
学
研
究
は

海
図
を
持
た
ず
に
新
大
陸
を
目
指
し
て
荒
海
に

乗
り
出
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
。本
来
的
に
効
率

を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、

未
知
の
世
界
に
憧
れ
と
夢

を
持
っ
た
研
究
者
の
情
熱
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
」と
話

さ
れ
た
が
、今
回
の「
は
や
ぶ

さ
」の
帰
還
は
、失
敗
を
恐
れ

ず
研
究
を
主
体
的
に
粘
り
強

く
進
め
て
い
く
こ
と
が
、い
か

に
重
要
で
あ
る
か
を
端
的
に

示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　先
生
は
2
0
0
8
年
度
か

ら
理
工
学
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

械
工
学
科
に
在
籍
。次
世
代

の
宇
宙
探
査
の
主
役
と
目
さ

れ
る
、月
や
惑
星
な
ど
未
知

な
環
境
を
自
律
的
に
移
動

し
探
査
す
る
惑
星
探
査
ロ
ー

バ
ー
の
研
究
開
発
と
と
も

に
、そ
の
基
礎
研
究
と
し
て

土
屋
和
雄
理
工
学
部
教
授
が

「
は
や
ぶ
さ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

朝
日
賞
を
受
賞

動
物
の
歩
行
運
動
の
解
析
、歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
運

動
制
御
を
テ
ー
マ
に
研
究
に
励
み
な
が
ら
、教
壇

で
は
制
御
工
学
な
ど
を
熱
心
に
教
え
て
お
ら
れ

る
。「
宇
宙
工
学
研
究
に
は
、機
械
工
学
、電
気
・
電

子
工
学
や
情
報
工
学
の
最
先
端
の
知
識
と
深
い

理
解
が
必
要
で
す
。宇
宙
開
発
を
志
す
学
生
は
、

大
学
で
こ
れ
ら
の
工
学
分
野
を
し
っ
か
り
と
学

び
腕
力
を
鍛
え
て
、宇
宙
開
発
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
、『
急
が
ば
回
れ
』、近
道
で
し
ょ
う
」。

土
屋
先
生
に
は
今
後
と
も
大
い
に
学
生
た
ち
を

厳
し
く
指
導
し
、何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で

タ
フ
な
人
物
に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。そ

し
て
、同
志
社
大
学
か
ら
も
宇
宙
の
夢
を
実
現

で
き
る
次
代
の
研
究
者
・
技
術
者
が
た
く
さ
ん
巣

立
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。（

広
報
課
）

※
J
A
X
A
お
よ
び
同
志
社
大
学
土
屋
研
究

　室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp://w

w
w

.jaxa.jp/

　

http://engineering.doshisha.ac.jp/

　

kenkyu/labo/m
ech/m

e_17/index.htm
l

　『「
同
志
社
」に
出
会
う
。「
志
」に
ふ
れ
る
。』を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、10
月
3
日
東
京
、10
月

9
日
金
沢
、10
月
23
日
松
山
、11
月
3
日
福
岡
、

11
月
14
日
松
江
、11
月
20
日
盛
岡
、11
月
21
日
福

島
に
お
い
て
同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
、在
学
生
ご
父
母
、高
校
生
や
卒
業
生
な

ど
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
タ
」を

全
国
7
会
場
で
開
催

15



　プ
ロ
グ
ラ
ム
は
八
田
英
二
学
長
に
よ
る
同

志
社
の
近
況
報
告
か
ら
始
ま
り
、会
場
に
よ
り

佐
藤
優
氏（
作
家
・
元
外
務
省
主
任
分
析
官
、

1
9
8
5
年
神
学
研
究
科
修
了
）、真
山
仁
氏（
小

説
家
、1
9
8
7
年
法
学
部
卒
）、加
藤
千
洋
氏

（
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
研
究
科
教
授
、元
朝
日
新
聞
社

編
集
委
員
）の
3
人
の
講
師
に
よ

る
講
演
を
実
施
。引
き
続
き
、各
部

屋
に
分
か
れ
て
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

説
明
や
入
試
説
明
、学
部
教
職
員

に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
、多
彩
な

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　今
年
度
は
開
催
県
出
身
の
在
学

生
が
参
加
し
て
、地
元
の
後
輩
で

あ
る
高
校
生
か
ら
の
学
生
生
活
相

談
に
熱
心
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。ま

た
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
紹
介
D
V
D
で
は
、

彼
ら
自
身
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
、ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
活
動
、教
室
や
食
堂
、下
宿
で
の
生
活

を
紹
介
。学
生
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
現
在
の
同

志
社
大
学
の
様
子
は
、卒
業
生
や
高
校
生
に
強
い

印
象
を
与
え
ま
し
た
。

　交
流
交
歓
会
で
は
、

在
学
生
父
母
や
卒
業

生
の
方
々
が
学
長
や

教
職
員
と
談
笑
す
る

姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
見
ら
れ
、他
の
イ
ベ

ン
ト
と
は
一
味
違
っ

た
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
全
会
場
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、同
志
社
交
響

楽
団
、グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
演
奏

が
一
層
の
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
タ
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、特

に
開
催
地
の
校
友
会
支
部
の
皆
様
に
は
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
校
友
・
父
母
課
）

　1
月
14
日
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
の
専
門

科
目「
ス
ポ
ー

ツ
・
ト
ピ
ッ
ク

ス
1
」（
博
報
堂

D
Y
メ
デ
ィ
ア
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

寄
附
講
座
）の
最
終
講
義
に
、昨
年
プ
ロ
野
球
界

で
大
活
躍
し
て
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
を
日

本
一
に
導
い
た
立
役
者
、西
岡
剛
氏（
米
国
ミ
ネ

ソ
タ
・
ツ
イ
ン
ズ
）が
登
場
。世
界
に
挑
戦
す
る
一

流
ア
ス
リ
ー
ト
の
貴
重
な
特
別
授
業
で
は
、リ
ー

グ
3
位
か
ら
の
日
本
一
と
い
う
史
上
初
の
快
挙

の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
挑
戦
の

経
緯
や
抱
負
な
ど
が
、時
折
笑
い
も
交
え
な
が
ら

語
ら
れ
た
。「
反
骨
精
神
で
何
事
に
も
立
ち
向
か

う
の
が
生
き
方
」と
い
う
西
岡
氏
か
ら
送
ら
れ
た

多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、約
3
5
0
名
の
学
生
た

ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

西
岡
剛
選
手
が
来
学
！

　経
済
的
理
由
で
修
学
を
続
け
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
学
生
を
援
助
す
る
た
め
に
、

2
0
0
4
年
4
月
か
ら「
同
志
社
大
学
特
定
寄

付
奨
学
金
募
金
」を
広
く
社
会
各
界
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。2
0
1
1
年
1
月
末
ま
で
に
、卒

業
生
、ご
父
母
、一
般
の
方
々
お
よ
び
教
職
員
か

ら
以
下
の
と
お
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
定
寄
付
奨
学
金
募
金
協
力
者

ご
芳
名

2
0
1
0
年
3
月
〜
2
0
1
1
年
1
月
の
申
込
者

卒
業
生

ご
父
母

一
般

教
職
員

合

　計

申
込
件
数

87
件

45
件

1
3
2
件

4,
9
9
1,
9
2
0
円

3,
0
6
8,
0
0
0
円

8,
0
5
9,
9
2
0
円

申
込
額

ご
芳
名（
敬
称
略
、順
不
同
）

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
】

 

5
0
0,
0
0
0
円

 

2
9
0,
0
0
0
円

 
4
6,
0
0
0
円

 

1
5
0,
0
0
0
円

 

1
3,
0
0
0
円

 

5,
0
0
0
円

 

1,
0
0
0
円

 

7
7
3,
0
0
0 

円（
匿
名
合
計
）

 

1,
0
6
3,
0
0
0 

円（
匿
名
合
計
）

 

3
0
0,
0
0
0
円

 

1
0
0,
0
0
0
円

 

2
0,
0
0
0
円

 

1
5,
0
0
0
円

 
3
0,
0
0
0
円

 

1
0,
0
0
0
円

 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
）

 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
）

 

5
0,
0
0
0
円

財
団
法
人
吉
田
育
英
会	

森
田 

秀
夫

同
志
社
45
東
京
ク
ラ
ブ

佐
藤 

茂

徐 

勉
淑

和
田 

忠
夫

河
嶌 

哲
也匿

名
14
名

匿
名
23
名

株
式
会
社
バ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

　市
川 

稔
晃

同
志
社
校
友
会

株
式
会
社
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

饗
庭 

健
介

　本
田 

正
明

今
村 

浩
一

　川
野 
修
平

　中
村 

顯

山
中 

光
太
郎

　楠
田 

智
昭

西
川 
晃
司

　石
井 

穎
一
郎

　川
向 

幹
男

同
志
社
大
学
体
育
会 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会	

浜
田 

幹
子

　淺
井 

万
富

鯨
岡 

衛

　佐
藤 

信
夫

　若
栗 

淳

　小
合 

洋
一

小
田 

邦
宏

　松
本 

邦

　
　上
西 

幹
男

　森
口 

彰

水
谷 

晴
夫

　石
井 

康
史

　津
島 

里
奈

　田
村 

勇
治

嶋
本 

隆
雄

　藤
原 

東

　畠
中 

典
子

　冨
岡 

努

平
岡 

敏
雄

　豊
田 

俊
一

　本
田 

肇

嵜
原 

正
治

　成
田 

賢
二

　北
山 

淳
一

　河
村 

竜
志

柴
田 

博
昭

　幡
山 

玲
子

　山
田 

久
敬

　樺
澤 

靖
夫	

大
友 

有
介

　藤
原 

喜
久
雄

　中
林 

孝
直

　吉
田 

正
彦	

稲
田 

圀
昭

　永
田 

尚
路

　宮
本 

聡	

　川
村 

修
一

中
野 

和
子

　末
永 

大
志

　安
宗 

健
志

　花
園 

堅
二	

角 

裕

　紀
本 

武
彦

　隅
田 

尚
武

　窪
川 

和
雄

松
田 

俊
文	

　落
合 

登
美
雄

　長
嶋 

啓
介

兼
重 

雅
好

　新 

茂
之

　髙
田 

紀
美

　藤
井 

邦
宏	

越
川 

弘
英

　林 

克
樹

　上
田 

裕
保

　宮
庄 

哲
夫

戸
田 

裕
之

　ダ
リ
シ
エ 

ミ
シ
ェ
ル

　里
内 

仁
美

笹
本 

勝
三
郎

　三
原 

誠
治

　住
谷 

祐
子

＊
教
職
員
に
つ
い
て
は
2
0
1
3
年
度
ま
で
申
込
を
受
け
付
け
て

　い
ま
す
が
、今
回
は
2
0
1
0
年
度
寄
付
額（
2
0
1
0
年
4

　月
～
2
0
1
1
年
3
月
）の
み
の
金
額
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

当
募
金
は
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】財
務
部
資
金
課

T
E
L

：

0
7
5-

2
5
1-

3
1
5
0

e-m
ail

：ji-sikin@
m

ail.doshisha.ac.jp

 

3
0
0,
0
0
0
円

 

1
5
0,
0
0
0
円

 

1
2
0,
0
0
0
円

 

2
4,
0
0
0
円

 

1
2,
0
0
0
円

 

5,
0
0
0
円

 

6
0,
0
0
0
円

三
上 

保
孝

工
藤 

和
男

齋
藤 

憲
道

今
川 

晃

北 

幸
史

植
村 

巧

西
川 

真
司

　三
好 

博
昭

【
教
職
員
】

 

1
0
0,
0
0
0
円

冨
田 

安
信

　宇
治
郷 

毅

　石
田 

修
一
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国際主義は同志社大学の教育理念のひとつ。現在、本学で学んでいる多くの留学生
たちが綴る、その志や同志社大学への思いから国際化・国際交流を考えるシリーズです。

留 学 生 紹 介  

New Discoveries in a New Culture　-　My First Year at Doshisha

異文化・新発見：同志社における一年間の経験

　Looking back, the past year since I entered 
Doshisha as a graduate student have been something 
of a blur. Between adjusting to the academic rigor 
of graduate school and adjusting to using Japanese 
almost exclusively, days and months have passed by 
in what feels like an instant. Yet these challenges 
have also yielded countless discoveries that have 
allowed me to grow both academically and personally 
in unexpected ways.
　When considering where to apply to graduate 
school, I was particularly attracted to Doshisha’s 
strong emphasis on “internationalism” and “academic 
freedom.” Now having spent some time here, I have 
felt the inf luence of these principles on the university’s 
academic and social community. The Japanese 
Literature department’s tutor system, in which each 

　振り返ってみれば、私が大学院生として同志社に入学してから今ま

での一年間はあっという間に感じる。大学院の学問的な要求とともに、

自分の母語を使う機会のほとんどない新生活に慣れようとする中で、

「光陰矢の如し」という諺を肌で感じることができた。

　願書を出す大学院を考えていた時、まず日本の大学の中でかなり独

特な「自由主義」と「国際主義」という教育理念に目を惹かれた。そして、

ここで一年間留学生として勉強することを通して、同志社の共同体へこ

の理念の 影響を感じてきた。残念なことに国文学という私の専門分野

においては西洋人学者の意見を聞き入れない傾向が未だにあるが、同

志社では、むしろ国際的な声が歓迎されている。留学生の博士課程前

international first year graduate student is assigned 
an elder classmate to provide assistance, has been 
extremely valuable resource that demonstrates the 
depth of the school’s commitment to creating an 
international community.
　As I begin the second year of my M.A. program, 
I must now turn my eyes towards the formidable 
challenge of composing my thesis. My experiences 
here, however, have made this prospect a far less 
intimidating one than it might have otherwise been. 
While my plans for the future are still uncertain, 
I am confident that regardless of which path I 
choose, my time at Doshisha has provided me with 
invaluable experiences that will stay with me long 
after I graduate. 　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　   　　　　                   Daniel Kelly

期1年次生に研究・発表・レポートなどを支援する一人の先輩をあてがう

という同志社大学院国文学科のチューター制度に特に感動している。

勉強のみならず、異文化の日常生活に関するアドバイスをして下さる私

のチューターに心より感謝している。そして、このような制度こそ、同志社

大学の国際主義への深い理解を示していると思う。

　今年4月から2年次生になり、修士論文の作成に目を向け、当然いろ

いろな不安も抱えているが、今までの同志社での経験を考えれば安心

できる。そして、前期課程を終えてからの進路は未定だが、同志社での

経験が今後も役に立つと確信している。

ケリー・ダニエル
2010.4 〜文学研究科 国文学専攻 博士課程（前期課程）に在学
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髙田 光治さん

【1978年工学部工業化学科卒業】

1954年生まれ、兵庫県出身。大学を卒業し京都
ユースホステル協会に就職。勤労青少年ホーム
の指導員を経て、86年、宇多野ユースホステル

（ＹＨ）に渉外担当として配属。その立て直しに力
を尽くし、ペアレントを経て97年に所長就任。和
風デザインのゆったりとした建築様式に改築、
2008年にリニューアルオープンした同ＹＨは09
年、「世界で最も居心地の良いＹＨ」に選ばれた。

今 回 の 同 志 社 人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

木
原 

千
幸 

さ
ん

【
法
学
部
法
律
学
科
4
年
次
生
】

木
原
●
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
に
入
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

髙
田
●
そ
れ
を
ご
説
明
す
る
に
は
、そ
も
そ
も
大

学
時
代
に
、修
学
旅
行
で
訪
れ
る
小
中
学
生
に
京

都
を
案
内
す
る
、京
都
学
生
ガ
イ
ド
協
会
で
活
動

し
て
い
た
こ
と
か
ら
話
す
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

私
は
淡
路
島
の
出
身
で
、京
都
に
そ
れ
ほ
ど
強
い

思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、い
ざ
来

て
み
る
と
歴
史
や
文
化
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
、大

学
に
い
る
間
に
で
き
る
だ
け
京
都
の
こ
と
を
知

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。１
年
次
の

夏
休
み
が
終
わ
っ
た
頃
、京
都
学
生
ガ
イ
ド
協
会

の
募
集
が
あ
る
と
知
り
、京
都
の
町
を
知
る
い
い

機
会
だ
と
考
え
参
加
し
た
の
で
す
。こ
こ
で
の
ガ

イ
ド
は
サ
ー
ク
ル
的
な
雰
囲
気
も
あ
る
一
方
、お

金
を
も
ら
え
る
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
り
、ま
た
現
在

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
的
な
要
素
も
あ
り
ま
し

た
。と
い
う
の
は
、協
会
は
学
生
だ
け
で
運
営
し

て
い
る
の
で
、学
校
や
旅
行
会
社
、バ
ス
会
社

か
ら
依
頼
を
い
た
だ
い
て
ガ
イ
ド
を

す
る
た
め
に
、そ
れ
ら
を
訪
ね
歩

い
て
営
業
活
動
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
経
験
は
、社
会
人
と

し
て
の
仕
事
に
も
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
に
、学
生
た
ち
が
交
代

で
担
当
を
決
め
、手
分
け

し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整

す
る
の
で
す
が
、当
日
の
担
当

者
が
急
に
都
合
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
と
、す
ぐ
に
代
わ
り
の
ガ
イ
ド
を
手

配
し
な
い
と
い
け
な
い
。私
も
急
な
代
役
で
よ
く

授
業
を
抜
け
出
し
て
行
き
ま
し
た（
笑
）。同
志
社

だ
け
で
な
く
色
々
な
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
運

営
し
て
い
ま
し
た
の
で
、大
学
の
枠
を
超
え
て
学

生
同
士
が
協
力
し
合
う
と
い
う
貴
重
な
経
験
も

で
き
ま
し
た
。

木
原
●
そ
の
経
験
を
活
か
そ
う
と
思
わ
れ
た
の

で
す
か
。

髙
田
●
私
は
工
学
部
で
化
学
を
専
攻
し
て
い
て
、

卒
業
時
に
は
研
究
室
の
仲
間
と
同
じ
よ
う
に
工

学
系
の
会
社
を
何
社
か
受
け
た
の
で
す
が
、何
か

し
ら
の
違
和
感
が
自
分
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。そ

ん
な
時
に
ち
ょ
う
ど
、京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協

会
の
募
集
が
あ
っ
た
の
で
す
。そ
の
頃
の
協
会
の

ス
タ
ッ
フ
は
、最
年
長
で
も
30
代
半
ば
く
ら
い
で

み
ん
な
若
か
っ
た
。枠
に
縛
ら
れ
ず
い
ろ
ん
な
こ

と
が
で
き
そ
う
だ
し
、旅
に
も
京
都
に
も
関
わ
っ

て
い
け
る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
協
会
を
志
望
し
た
の
で
す
。

木
原
●
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
に
入
っ
て
か
ら

は
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

髙
田
●
最
初
の
７
年
間
ほ
ど
は
、勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム（
現
在
は
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
）で
余

暇
活
動
や
講
座
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
携
わ

り
、そ
の
後
、こ
の
宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に

移
り
ま
し
た
。昔
は
学
生
の
大
半
は
、自
分
の
お

金
で
旅
行
を
す
る
際
に
は
安
く
泊
ま
れ
る
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、今
の
学

生
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
宿
泊
先
の
候
補
に
す

る
人
が
非
常
に
少
な
い
。１
９
７
３
年
頃
を
ピ
ー

ク
に
、ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
利
用
者
は
急
速
に

減
っ
て
い
き
、こ
の
宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
も
、

京都ユースホステル協会　プロジェクト担当理事

同志社人
訪問 髙田光治さんに聞く
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１
９
８
６
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
半
分
以

下
に
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。し
か

も
、こ
れ
か
ら
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
と
し
て

存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、世
界
中
か
ら

旅
行
者
を
呼
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、当
時
の
宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
の
建
物
は
老
朽
化
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。一
方
で

そ
の
頃
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

を
見
学
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得

て
、オ
ラ
ン
ダ
、フ
ラ
ン
ス
、ス

イ
ス
、ス
ペ
イ
ン
、イ
ギ
リ
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
を
回
っ
た
の

で
す
が
、海
外
か
ら
見
る
と

私
た
ち
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

は
施
設
的
に
も
取
り
組
み
の

面
で
も
十
分
で
は
な
い
と
痛

感
し
、海
外
に
も
通
用
す
る

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
い
つ
か

作
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

粘
り
強
く
交
渉
を
繰
り
返
し
、足
掛
け
10
年
以
上

を
費
や
し
て
、２
０
０
８
年
に
よ
う
や
く
新
し
い

建
物
に
建
て
替
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。そ

の
時
基
本
方
針
と
し
た
の
は
、１
０
０
年
使
え
る

建
物
に
す
る
こ
と
。１
０
０
年
経
っ
て
も
未
来
の

資
産
、地
域
の
資
源
と
な
る
よ
う
な
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
を
目
指
し
た
の
で
す
。そ
し
て
改
築
し
て
１

年
後
、２
０
０
９
年
に
最
も
快
適
な
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
と
い
う
こ
と
で
国
際
連
盟
か
ら
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

木
原
●
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
ク
ラ
ブ
の
部
長
を
務

め
、私
も
た
く
さ
ん
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
泊
ま

り
ま
し
た
が
、こ
こ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
は
泊
ま
る
こ
と
自
体

が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
す
か
ら
。

髙
田
●
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
魅
力
は
、見
知
ら
ぬ

他
人
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
す
。ホ
テ
ル
の

よ
う
な
快
適
さ
は
な
く
て
も
、初
対
面
同
士
で
話

す
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
。た
と
え
ば
韓
国
の
学

生
は
日
韓
関
係
に
つ
い
て
日
本
の
学
生
と
議
論

し
た
い
と
言
い
ま
す
が
、日
本
で
は
世
界
史
で
も

近
代
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
な
い
の
で
、お

互
い
の
認
識
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
実
際
に
韓
国
の
学
生
と
話
を
す
る
と
、彼

ら
の
日
本
に
対
す
る
考
え
方
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。国
と
、そ
こ
で
生
活
す
る
人
た
ち
を
理
解
し

て
、そ
の
国
と
ど
う
付
き
合
う
か
を
経
験
と
し
て

学
ぶ
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

木
原
●
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
が

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

髙
田
●
海
外
に
出
て
行
か
な
く
て
も
、こ
の
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
に
泊
ま
り
、世
界
中
か
ら
の
旅
行
者

た
ち
と
語
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、考
え

方
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
多
い
は
ず
で
す
。

な
ぜ
私
が
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、そ
の
理

由
も
結
局
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。人
と
人
が
出
会

い
、理
解
し
合
う
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
一
番
の
魅
力
で
す
。私

た
ち
が
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
か
、ど
れ
だ
け
の
機
会
作
り
を
し
て
い
け
る
か

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

木
原
●
そ
ん
な
髙
田
さ
ん
か
ら
、今
の
学
生
は
ど

う
見
え
ま
す
か
。

髙
田
●
外
国
の
若
い
世
代
の
人
た
ち
は
と
て
も

積
極
的
で
す
。大
学
に
入
る
前
の
期
間
を
使
っ
て

世
界
を
見
よ
う
と
、見
知
ら
ぬ
場
所
へ
の
旅
に
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が
多
い
。そ
れ
に
比

べ
て
今
の
日
本
の
学
生
た
ち
は
自
分
の
知
ら
な

い
世
界
、経
験
の
な
い
こ
と
に
対
し
て
非
常
に
消

極
的
で
す
。経
験
が
あ
り
把
握
で
き
る
範
囲
の
こ

と
は
で
き
て
も
、ま
っ
た
く
未
知
の
部
分
に
対
し

て
は
、慎
重
な
の
か
不
安
な
の
か
、な
か
な
か
踏

み
出
さ
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。中
国
や
韓
国
を

は
じ
め
、他
の
ア
ジ
ア
の
人
々
は
、も
っ
と
よ
く
な

り
た
い
、成
功
し
た
い
と
い
う
意
欲
と
力
強
さ
を

感
じ
ま
す
。そ
れ
か
ら
見
る
と
、何
か
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
、新
し
い
も
の
を
切
り
開
こ
う
と
い
う

気
持
ち
が
、昔
の
世
代
の
人
た
ち
に
比
べ
て
欠
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。失
敗
し
て

も
い
い
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
、そ
の
決
断
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。特
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
来
る
若
い
人
た
ち

は
、荷
物
１
つ
担
い
で
様
々
な
国
を
回
っ
て
い
ま

す
。昔
の
日
本
の
若
者
に
も
、お
金
が
な
い
か
ら

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
使
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
く
な

ど
、大
変
で
は
あ
っ
て
も
自
分
に
挑
戦
す
る
よ
う

な
旅
を
す
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。今

は
も
っ
と
行
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
に
、そ
う

い
う
こ
と
を
す
る
学
生
が
少
な
い
。お
膳
立
て
さ

れ
た
枠
の
中
で
し
か
行
動
で
き
ず
、ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
書
い
て
あ
る
範
囲
し
か
行
け
な
い
、そ
ん
な

風
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
気
に
か

か
り
ま
す
。

木
原
●
髙
田
さ
ん
に
と
っ
て
、同
志
社
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
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未来へ繋げていく意識を
持つことが大事。
　最初は人見知りでしたが、ユースホステルクラブに

入ってからはいろんな人々との出会いが楽しいと感

じるようになりました。それは紛れもなく、私自身の財

産ですね。自分の足で歩き、目で見て、肌で感じるとい

うことを最も満喫できるのが学生時代ですから、その

特権を生かしきらないともったいない。家と学校の往

復では絶対味わえない経験ができた４年間は、とても

充実した時間でした。50年、100年先の未来を見るべ

きという髙田さんのお話を聞き、自分も現状を見るだ

けに留まらず、過去、現在、未来と繋がっていく長期的

なスパンで物事を見ることを意識して、仕事をしてい

きたいと感じました。

I N T E R V I E W E R

木原 千幸さん
法学部法律学科4年次生

入学してすぐ、友人に誘われて遊びに行ったのがきっかけで
ユースホステルクラブに入部。2年次に副部長、3年次には部長
を務めた。4月からは近畿日本鉄道で社会人としての第一歩を
スタート。

髙
田
●
環
境
が
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
ね
。京
都

御
所
と
相
国
寺
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
。相
国

寺
で
は
よ
く
昼
寝
を
し
ま
し
た
が
、そ
う
い
っ
た

時
間
を
持
て
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
と
、卒
業
し
て

か
ら
特
に
思
い
ま
す
ね
。ま
た
、同
志
社
大
学
の

雰
囲
気
は
本
当
に
自
由
だ
っ
た
の
で
、学
業
以
外

に
自
分
の
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
比
較
的
柔
軟

に
で
き
ま
し
た
。勉
強
で
も
他
の
こ
と
で
も
、思
っ

た
こ
と
を
で
き
た
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、社

会
に
出
て
か
ら
も
、同
志
社
大
学
の
４
年
間
が
自

分
の
ベ
ー
ス
の
一
部
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

木
原
●
髙
田
さ
ん
の
お
仕
事
で
の
信
条
は
何

で
す
か
。

髙
田
●
常
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、今
だ
け
で
な

く
将
来
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
や
仕
事
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
建
物
を
建
て
た
時
も
、

考
え
た
の
は
快
適
な
宿
泊
施
設
に
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、50
年
後
、１
０
０
年
後
に
価
値
の
あ

る
も
の
と
し
て
残
す
た
め
に
は
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。今
こ
の
場

だ
け
で
完
結
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、未
来
に

つ
な
げ
る
と
い
う
思
い
で
す
ね
。こ
れ
は
私
の
個

人
的
な
思
い
で
す
が
、現
在
あ
る
町
並
み
で
世
界

文
化
遺
産
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
考
え
方

も
あ
り
ま
す
が
、50
年
後
に
世
界
文
化
遺
産
の
認

定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
町
を
、こ
れ
か
ら
50
年

か
け
て
作
っ
て
行
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
の
方

が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の

で
す
。

木
原
●
今
を
見
る
だ
け
で
な
く
、過
去
も
未
来
も

見
て
取
り
組
ん
で
行
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

髙
田
●
同
志
社
の
伝
統
だ
っ
て
そ
う
で
す
。

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
、先
輩
が
た
く
さ

ん
の
思
い
を
後
輩
に
託
し
、そ
れ
が
引
き
継
が
れ

て
い
く
。様
々
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、未
来
の
同
志
社
は
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
と

い
う
思
い
が
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、50

年
、１
０
０
年
経
っ
た
時
に
い
い
大
学

だ
っ
た
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

木
原
●
具
体
的
に
こ
れ
か
ら
挑
戦
し

て
い
き
た
い
こ
と
や
、目
標
は
あ
り
ま

す
か
。

髙
田
●
ま
ず
は
こ
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

が
世
界
的
に
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
。

京
都
に
宇
多
野
が
あ
る
か
ら
日
本
を
訪

れ
る
ほ
ど
、世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
に
な
る
よ
う
に
、環
境
、文

化
、出
会
い
、あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
の

ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

も
う
１
つ
は
、日
本
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を

元
気
に
す
る
こ
と
で
す
。今
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
は
活
気
を
失
っ
て
い
て
、ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
を
使
っ
て
旅
行
を
す
る
人
も
減
っ
て
い
ま

す
。で
す
が
私
は
、ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
そ
の
も

の
が
魅
力
を
失
っ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
方
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
努
力
し
て
い
る

関
係
者
の
方
々
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
、

こ
ん
な
風
に
す
れ
ば
も
っ
と
目
を
向
け
て
も

ら
え
る
の
で
は
と
い
う
成
功
モ
デ
ル
の
１
つ

に
、こ
の
宇
多
野
や
京
都
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
を
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。ま
だ
ま
だ
道

の
り
は
遠
い
で
す
が
。

木
原
●
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
く
う
え
で
、と
て
も
役
に

立
つ
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

髙田 光治さんに聞く京都ユースホステル協会　プロジェクト担当理事
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

責
任
の
重
さ
は
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
り
、

や
り
が
い
で
も
あ
る
。

野原 拓也さん
【2005年 工学研究科電気工学専攻
　　　　　　　　　　　 博士課程（前期課程）修了】
パナソニック株式会社 セミコンダクター社  
ＣＣＤプロセス開発チーム  主任技師

　大
学
卒
業
時
に
就
職
す
る
つ
も
り
で
い
た
の

で
す
が
、就
職
活
動
を
す
る
中
で
大
学
院
に
進

も
う
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
り
ま
し
た
。技
術

系
の
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
も
の
の
、学
部
の
研

究
だ
け
で
は
自
身
の
知
識
や
経
験
が
余
り
に
も

少
な
い
。自
分
に
は
技
術
が
あ
る
と
自
信
を
持
っ

て
主
張
す
る
た
め
に
は
、大
学
院
で
の
研
究
が
必

要
不
可
欠
だ
と
感
じ
た
の
で
す
。大
学
院
で
は

超
音
波
セ
ン
サ
ー
の
研
究
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、

そ
の
研
究
内
容
は
今
の
仕
事
に
も
活
き
て
い
ま

す
。現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
Ｃ
Ｃ
Ｄ
と
い
う
光

の
セ
ン
サ
ー
。も
ち
ろ
ん
音
と
光
は
異
な
る
も

の
で
す
が
、セ
ン
サ
ー
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
た

め
、研
究
す
る
上
で
身
に
付
け
た
知
識
と
技
術

が
非
常
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
入
社
時
、ど
の
よ
う
な
仕
事

が
し
た
い
の
か
、具
体
的
に
部
署
ま
で
選
べ
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、そ
れ
も
私
が
当
社
を
志

望
し
た
理
由
の
１
つ
で
す
。一
般
的
に
は
入
社
し

て
何
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
か
、不
安
に
な
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
が
、当
社
で
は
就
職

活
動
の
段
階
か
ら
、ド
メ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
部
門

群
と
入
社
後
に
担
当
す
る
製
品
や
業
務
内
容
に

つ
い
て
、自
ら
選
択
し
て
面
接
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。説
明
会
も
ド
メ
イ
ン
ご
と
に
数
多
く

設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

は
ほ
と
ん
ど
起
こ
り
ま
せ
ん
。私
は
当
初
か
ら
Ｃ

Ｃ
Ｄ
セ
ン
サ
ー
部
門
を
希
望
し
、今
は
半
導
体
素

子
を
構
成
す
る
画
素
を
開
発
し
て
い
ま
す
。画
素

の
開
発
は
、レ
ン
ズ
の
形
状
や
緻
密
な
構
造
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
で
よ
り
高
い
性
能
を
求
め
て
い

く
も
の
で
、そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
計
算
で
行
う
の
が
主
な
仕

事
で
す
。開
発
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
を
繰
り
返

す
中
で
徐
々
に
性
能
が
向
上
し
て
い
く
過
程
で

は
、技
術
者
と
し
て
の
達
成
感
を
感
じ
ま
す
ね
。

し
か
し
、や
は
り
最
も
喜
び
が
大
き
い
の
は
、自

分
が
開
発
を
担
当
し
た
技
術
を
搭
載
し
た
製
品

を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
で
す
。パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
デ
バ
イ
ス
段
階
か
ら
セ
ッ
ト（
製
品
化
）ま
で

す
べ
て
を
手
が
け
て
い
ま
す
の
で
、実
際
に
最
終

製
品
を
こ
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。入
社
前
は
、自
分
が
関
わ
る
の
は
ご
く
小

さ
な
範
囲
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、実
際
は

責
任
の
重
い
仕
事
が
多
く
、関
わ
る
範
囲
も
非
常

に
広
い
。正
直
最
初
は「
こ
こ
ま
で
や
ら
せ
て
も

ら
え
る
な
ん
て
」と
も
思
い
ま
し
た
。そ
の
分
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
相
当
な
も
の
で
す
が
、そ
れ
が
や

り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　後
輩
の
学
生
、特
に
理
系
の
人
た
ち
に
は
、学

生
時
代
に
基
本
と
な
る
勉
強
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。社
会
に
出
て
か
ら
、基
礎
的
な

こ
と
を
学
ぶ
時
間
は
十
分
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、技
術
系
の
職
業
で
も
重
要
な
の
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。会
社
に
入
る
と
個
人

で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
、逆
に
多
く
の
人
の
力

が
な
く
て
は
不
可
能
な
状
況
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
何

で
も
構
い
ま
せ
ん
。人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
、磨
き
上

げ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

香川県で生まれ、小学生からはずっと大阪で暮らす。大学時代はテニスサー
クルに入っていたが、小・中・高と続けてきたのはバスケットボール。現在も会
社のバスケ部に所属し、毎週土曜日は練習、日曜日には対外試合もこなす。
外見からは想像しにくいが、ポジションはパワーフォワード。今もリングに手
が届くほどのジャンプ力がある。技術者には、１つの技術を深く追求するス
ペシャリストと、幅広く様 な々分野に携わるゼネラリストの２つの方向があ
る。自身は「就職活動中から目指すのはゼネラリストだと思っていた」という。

「いつかセットの仕事にも携わりたい。デバイスからセットの分野へ移るケー
スは稀なので、チャンスが得られるかはわかりませんが」。
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M Y  J O B , M Y  L I F E と
第49回

や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
し
、自
己
主
張
す
べ
き
。

谷岡 史子さん
【2002年 法学部政治学科卒業】

株式会社日立製作所 社会・産業インフラシステム社
海外交通営業本部 海外第１部 主任

　海
外
の
鉄
道
事
業
者
や
政
府
組
織
に
、車
両

と
そ
の
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
、信
号
・
変
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
鉄
道
シ
ス
テ
ム
製
品
を
販
売
す
る

の
が
、今
の
私
の
仕
事
で
す
。商
社
な
ど
を
通
し

て
間
接
的
に
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

直
接
海
外
の
お
客
様
に
営
業
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。新
規
鉄
道
建
設
の
場
合
、仕
様
書
を
読
ん

で
入
札
書
類
を
作
る
、納
期
や
支
払
い
な
ど
の

条
件
を
整
え
る
、入
札
金
額
を
取
り
ま
と
め
る

と
い
っ
た
こ
と
に
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や

し
ま
す
。落
札
後
は
契
約
の
た
め
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
。海
外
で
の
契
約
は
細
か
い
契
約
条
件
の

交
渉
が
必
須
で
、国
内
の
よ
う
な
暗
黙
の
了
解
は

通
用
し
ま
せ
ん
。長
い
契
約
交
渉
に
四
苦
八
苦
し

ま
す
が
、海
外
に
は
一
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
要

素
が
強
い
の
で
す
。前
例
も
な
け
れ
ば
当
然
正
解

を
示
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
せ
ん
が
、逆
に
自
分

ら
し
さ
を
前
面
に
出
せ
ま
す
し
、試
行
錯
誤
の
末

に
つ
か
ん
だ
成
功
の
喜
び
は
大
き
い
で
す
ね
。

　商
社
の
営
業
を
し
て
い
た
父
の
影
響
も
あ
り
、

学
生
時
代
か
ら
海
外
営
業
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

魅
力
を
感
じ
て
こ
の
仕
事
を
志
望
。実
際
に
自
分

が
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、１
つ
ひ
と
つ
の
現
場
は

泥
臭
く
、地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。自
分
の
力
は
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、背
景
に
は
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
先
輩
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が

あ
り
ま
す
。世
界
の
大
都
市
と
比
べ
て
も
、東
京

の
交
通
網
は
極
め
て
優
れ
た
鉄
道
シ
ス
テ
ム
で

す
。日
本
の
丁
寧
な「
も
の
づ
く
り
」は
、高
価
格

が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、コ
ス
ト
面
で
の
競
争
が
厳
し

い
側
面
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、良
い
も
の
を
作

る
こ
と
は
、す
な
わ
ち
人
々
の
幸
福
を
実
現
す
る

方
法
の
１
つ
で
あ
る
と
い
う
信
念
は
、決
し
て
揺

る
が
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
す
。気
持
ち
が
折
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
困
難
と
戦
い

な
が
ら
も
、現
場
に
携
わ
れ
る
こ
と
の
喜
び
が
あ

り
、そ
れ
を
や
り
が
い
と
思
え
る
か
ら
こ
そ
頑
張

れ
る
の
で
す
。

　入
社
し
て
３
年
間
、関
西
支
社
で
国
内
営
業

を
経
験
し
た
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

で
す
。海
外
で
は
組
織
単
位
で
動
き
ま
す
が
、国

内
で
は
身
１
つ
で
お
客
様
の
と
こ
ろ
へ
足
を
運

び
、１
対
１
で
話
を
し
ま
す
。他
社
の
シ
ェ
ア
が

大
勢
を
占
め
る
エ
リ
ア
に
飛
び
込
み
、お
客
様
の

信
頼
を
得
て
商
機
が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
う
い
っ
た
経
験
の
す
べ
て
が
、今
の
海

外
営
業
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

後
輩
の
学
生
に
は
、就
職
し
た
ら
初
め
の
３
年
ほ

ど
で
仕
事
を
判
断
し
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。私

は
そ
の
３
年
間
に
自
費
で
語
学
の
勉
強
を
し
、自

分
で
仕
事
を
つ
く
っ
て
海
外
出
張
を
す
る
な
ど
、

自
ら
海
外
志
望
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
ま
し
た
。や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
な

ら
、ま
ず
そ
の
時
課
せ
ら
れ
た
仕
事

を
精
一
杯
す
る
こ
と
。そ
の
上
で
チ
ャ

ン
ス
を
手
に
入
れ
る
努
力
と
自
己
主

張
を
す
る
べ
き
で
す
。そ
し
て
も
う
１

つ
、学
生
時
代
に
海
外
の
異
文
化
を

経
験
し
て
ほ
し
い
。居
心
地
の
い
い
空

間
に
留
ま
っ
て
い
て
は
、そ
こ
で
得
ら

れ
る
以
上
の
経
験
は
絶
対
に
で
き
な

い
の
で
す
か
ら
。

５歳から10歳まで、父親の転勤に伴い中国返還前の香港で生活。同志社大学入
学後も３年次から４年次にかけての１年間、交換留学で香港中文大学に通う。強い
海外志向は、父親の影響とともにこうした香港での経験が素地にある。就職活動
を始めた当初は「表現することに魅力を感じて、自分の体験や見聞を人に伝える仕
事が面白そう」とマスコミにも興味があった。だが、日立製作所に入社してからは「記
事を書かれる側に立ってみると、活字になる前の情報を知っているほうが、実は面白
いのではと思うようになりました」。大学時代は男性に混じってサッカーを楽しみ、4
年次には大学のクインフットリーグで女子プレーヤーを集め、女子限定の1dayトー
ナメントを開催したことも。やりたい事には挑戦する、その姿勢は今も変わらない。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

全国の卒業生との絆をよりいっそう強化するため、「同志社フェア in 函館」を開催します。同
志社大学の原点とも言える「新島襄の脱国の地」に大学関係者と卒業生が一堂に会し、新島
先生の想いを改めて心に刻む機会とします（在校生父母、市民も歓迎いたします）。
※詳細は確定次第、大学ホームページなどでお知らせします。
●全国同志社卒業生との集い （主催：同志社大学） 

【日時】 6月12日（日） 13：30 ～19：00 
【場所】 ロワジールホテル函館（JR函館駅徒歩1分）
【内容】 大学長による近況報告、大八木淳史氏による講演、新島襄と函館に関する講演、交流
　　　 交歓会など※OBバンドによる演奏もあります。※交流交歓会のみ有料（3千円）とな
　　　 ります。
●新島足跡ツアー －ゆかりの地を訪ねて－（有料） 

（主催：株式会社JTB西日本、後援：同志社大学）
【日時】 6月13日（月） 10：30 ～17：00（神学部・本井康博教授が同行のうえ、解説）

【訪問先】 新島襄海外渡航の碑、新島襄ブロンズ像、五島軒（昼食）、山ノ上大神宮（函館八幡
　　　　 宮）、函館千歳教会、遺愛学園、ハリストス正教会、五稜郭
●映画上映『大地の詩 －留岡幸助物語－』（無料） （主催：学校法人同志社）

【日時】 6月13日（月）18：30 ～20：40
【場所】 ロワジー ルホテル函館（JR函館駅徒歩1分）
●「新島襄海外渡航の地碑」碑前祭 （主催：学校法人同志社、後援：函館市）

【日時】 6月14日（火）11：00 ～11：40　【場所】 函館市大町11  「新島襄海外渡航の地碑」前
【内容】 讃美歌合唱、聖書朗読ならびに祈祷、式辞、挨拶、カレッジソング合唱、祝祷、献花など
【お問い合わせ先】 校友・父母課　TEL：075-251-3009

同志社開校の翌年、熊本洋学校の卒業生や在校生約40人が同志社に入学しました。彼らは
のちに日本のキリスト教史上「熊本バンド」と呼ばれることになる秀才揃いで、「同志社のも
うひとつの源流」を作ったと言えるほどの強烈な個性をもつ存在です。この熊本キャンプで
は、彼らの生き様や熊本と同志社の関わりを、事前学習や現地での研修を行うことによって
学び、同志社を見つめ、自らを省みる時間をもつことを目指しています。 

【実施期間】 9月7日（水）～9日（金）の2泊3日
【募集人数】 20人程度　【参加費用】 20,000円 
【説明会】
京田辺　5月13日（金）13時30分～
　　　　キリスト教文化センター講座室（夢告館西隣・キリスト教文化センター内）
今出川　5月20日（金）17時～
　　　　キリスト教文化センター集会室（クラーク記念館１階）

【お申し込み・お問い合わせ先】
今出川校地キリスト教文化センター　TEL:075-251-3320
京田辺校地キリスト教文化センター　TEL:0774-65-7370

同じキャンパスで学ぶ障がい学生（Challenged）のサポートスタッフを募集しています。初
めてでもできることはたくさんありますので、ぜひスタッフに登録して、パソコン通訳・ノー
トテイク・ビデオ字幕付け・代筆・車椅子介助などの活動にご協力ください。その他イベント
も充実しています。詳しくは障がい学生支援室HP（http://challenged.doshisha.ac.jp/）
で随時お知らせしています。

【お申し込み・お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL:0774-65-7411
　　　　　　　　　　　　　今出川校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL:075-251-3273
E-mail:jt-care@mail.doshisha.ac.jp

日本語・日本文化教育センターでは、夏休みを利用した短期プログラムで来日する留学生の
ホストファミリーを募集しています。海外からの留学生をサポートし、家族の一員として受
け入れていただける方、興味をお持ちの方はぜひお問い合わせください。

【受入学生・時期】
①ハーバード大学サマースクールに参加する留学生　2011年6月6日～7月29日（予定）
②アメリカ政府奨学金プログラム（CLS）に参加する留学生
　 2011年6月13日～8月7日（予定）※②については、A：6月13日～7月9日、B：7月9日～
　 8月7日の受入期間でも可能ですのでご相談ください。ただし応募者多数の場合、全期間
　 受入可能な方を優先させていただきます。

【条件・環境】・今出川キャンパスまで片道約1時間以内　・4畳半以上の個室一部屋の提供（和
室、洋室は不問ですが、寝具・勉強机、冷房の提供も併せてお願いします）　・朝・夕2食の提供

【謝礼】 2カ月間の謝礼として12万円
【その他】 ・１ホストファミリー１学生のみ　・インターネットが利用できる環境が望ましい
【お問い合わせ先】 ※資料をお送りいたします
日本語・日本文化教育センター　国際教育課
TEL：075-251-3257　E-mail: ji-nbn@mail.doshisha.ac.jp

キャンパスツアーは、研修を受けた同志社大学の在学生が、受験生や一般の方とともにキャ
ンパスを巡りながらガイドし、同志社大学の魅力を伝える仕事です。普段あまり入ることが
ない重要文化財や研究施設の紹介、また、建学の精神を伝えることを通して“母校同志社”の
新発見にもつながります。キャンパスツアーガイドは、授業の合間を利用したアルバイト（時
給880円）としても魅力です。主に履修する校地が今出川・京田辺のいずれかは問いません。
積極的にご応募参加ください。
※ガイドする校地と主に履修する校地が異なる場合は、交通費が支給されます。

【お問い合わせ先】 
今出川校地　（株）同志社エンタープライズ継志館事務所　TEL：075-251-3043
京田辺校地　京田辺校地総務課　TEL：0774-65-7010

今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベントをきっかけとして本学およ
び本学学生の活動に関心を持っていただくために、私たちとともに催しを盛り上げていただ
ける方を募集しております。今出川校地学生支援課窓口にて、随時受け付け中です。

【対象】 一般・他学生（本学学生・教職員は対象外とさせていただきます）
【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

各界でご活躍の方々をお招きし、幅広い知識と教養を得られる機会として、アッセンブリー
アワーを設けています。講演会、コンサート、演劇、映画、作品展など多彩な形態で開催してい
ます。皆さんの知識と熱意によってプロデュースする「アッセンブリーアワー学生企画」を募
集します。

【対象】 本学学部生　【募集する企画の実施時期】 開講期間中
【お申し込み】 4月18日(月) ～5月20日(金)
※採用については5月下旬のプレゼンテーション大会にて選考・決定します。

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270
※4月13日（水）京田辺校地、14日（木）今出川校地で、それぞれ説明会を開催します。

同志社ローム記念館では、IT、メディアテクノロジーの活用やデジタルコンテンツの作成を
テーマに、毎年1年間のプロジェクトが推進されています。同志社大学・女子大学の学生を中
心に、学部学科を越えて多様なメンバーで構成されたプロジェクトチームによる活動だか
ら、刺激も学びもいっぱい。現在、2011年度のプロジェクトに参加する学生・生徒を募集し
ています。5月には、プロジェクトメンバーを対象にした適性検査やワークショップなど、活
動のスタートをスムーズにするためのプログラムも用意しています。
プロジェクトの一覧や説明会などの情報、メンバー申込票のダウンロードは、ローム記念館
ホームページ（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）からどうぞ。
●メンバー募集に関するイベント　　
4月6日（水）12:30 ～13:00　ローム記念館劇場空間　「ローム記念館プロジェクト説明会」
4月21日（木）17:00 ～18:30　ローム記念館劇場空間　「スタートアップ報告会」
※この他にも、プロジェクト個別の説明会などがあります。

【お問い合わせ先】 京田辺校地総務課（ローム記念館事務室）　TEL：0774-65-7800
　　　　　　　　E-mail：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp

同志社フェア in 函館

熊本キャンプ参加者募集

障がい学生支援制度
サポートスタッフ大募集！

2011年度ホストファミリー募集 ～異文化に触れ、心の国際交流を～

「今出川校地・京田辺校地 キャンパスツアーガイド募集」

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

アッセンブリーアワー学生企画募集

あなたのやる気、同志社ローム記念館プロジェクトで！

25



【献血】
今出川校地　4月20日（水）10:00 ～16:00（明徳館ラウンジ前）
京田辺校地　4月21日（木）10:00 ～16:00（ラーネッド記念図書館裏）

【アルコールパッチテスト】※定員に達し次第終了。
今出川校地　4月4日（月）、6日（水）9:00 ～16:00（尋真館1階ラウンジ）
京田辺校地　4月2日（土）、4日（月）、5日（火）、6日（水）9:00 ～16:00（知真館3号館入口）

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3281
　　　　　　　　京田辺校地学生支援課　TEL:0774-65-7435

創立者・新島襄が1864年に国禁を犯して脱国した地、北海道函館市を5泊6日の日程で訪れ
ます。 新島襄の生き方に触れ、人と人とのふれあいの中で自分自身を見つめ直そうという趣
旨で行われます。学生が主体となって作り上げるプログラムです。

【実施期間】　8月22日（月）～27日（土）※出発前に5回程度のミーティングを行います。
【お申し込み】 4月18日（月）～5月20日（金）　【参加費用】 29,000円
【お問い合わせ】 今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270
※4月13日（水）京田辺校地、14日（木）今出川校地で、それぞれ説明会を開催します。

京田辺校地ハローホール（多目的ホール）では、コンサートや映画上映などの文化プログラム
を行います。入場無料。
●4月20日(水)　映画上映「シュレック フォーエバー」
　　　　　　　　12:00 ～／15:00 ～／17:00 ～ 3回上映
●5月17日(火) 　ブラジリアンmusicコンサート「高尾典江＆cocorone」　17:15 ～

【お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　 TEL:0774-65-7413

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、映画史に残る名作
を中心に様々なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館クローバーホール（地階）　【料金】 入場無料
●4月19日（火）   《新島襄と同志社》
　　　　　　　　17:00 ～　『新島襄』
　　　　　　　　18:00 ～　『西部戦線異状なし』監督:ルイス・マイルストン
●4月26日（火）   《新島襄と同志社》
　　　　　　　　17:00 ～　『神の道化師、フランチェスコ』監督：ロベルト･ロッセリーニ
　　　　　　　　18:30 ～　『ナサリン』監督：ルイス・ブニュエル

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。

新入生歓迎・筍掘り&焚き火の会

新入学生対象 フレッシャーズキャンプ2011参加者募集！

新入学生歓迎特別講演会　尾木直樹氏

学生保健部会　献血・アルコールパッチテスト

第29回函館キャンプ参加者募集

クローバーシアター

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上映を中心に多彩な
イベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール　【料金】 本学学生・教職員はすべて無料
●4月21日（木）　《新島襄と同志社》映画『大地の詩～留岡幸助物語～』
　　　　　　　　10：30 ／14：00 ／17：30　※16：10 ～講演あり 一般有料
●4月28日（木）　《新島襄と同志社》映画『カサブランカ』　
　　　　　　　　10：30 ／13：30 ／16：00 ／18：30 一般有料

【寒梅館ハーディーホール】
●5月3日（火）　 ギタークラブ「同志社ギタークラブ・立教大学スペインギタークラブ
　　　　　　　  ジョイントコンサート」

【寒梅館クローバーホール】
●4月7日（木）　 交響楽団「新入生歓迎コンサート」
●4月16日（土）  One Voices「新入生歓迎ライブ」
●4月23日（土）  F.B.I.「新歓上映会」

【京田辺校地ハローホール】（時間は予定）
●4月8日（金）　 音楽研究会 「新歓ライブ」
●4月15日（金）  邦楽部「新入生歓迎演奏会」
●4月25日（月）  喜劇研究会「お笑いライブ」
●4月27日（水）、28日（木）  F.B.I「新歓上映会」
●5月7日（土）　 One Voices「サマーライブ二次オーディションライブ」
●5月24日（火）  喜劇研究会「お笑いライブ」

【学外】
●5月28日（土）  マンドリンクラブ「第158回定期演奏会」
　高槻現代劇場中ホール（阪急京都線「高槻市駅」から徒歩5分、ＪＲ京都線「高槻駅」
　から徒歩12分）

【新町別館小ホール】
●4月下旬  　　 第三劇場「新入生歓迎公演」

♭ふらっとプログラム

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”

♪観に行こう聴きに行こう♪ ―学生団体4月～5月の活動予定―

16：30 ～（16：00）予定 無料

 時間未定　無料

13：00 ～予定　無料

12：30 ～（12：00）無料

11:00 ～

12:40 ～

13:00 ～

12:30 ～

時間未定

13:00 ～

18：30 ～（18：00）　500円

18：00 ～（17：30）　入場料は未定、新入生無料

キャンパスに群生する筍と竹を使って、竹筒ご飯作りに挑戦します。2年次生以上の参加も
大歓迎です。学部を超えた友人づくりのチャンスですよ！

【日時】 4月16日（土）13:30　リザーブ1（紫苑館西隣、恵喜館前広場）集合
※汚れてもよい服装でご参加ください。雨天中止、当日朝10時の時点で判断します。

【お申し込み】 食材確保のため、事前申し込みにご協力ください（当日参加も歓迎）。
【お申し込み・お問い合わせ先】 
S-Cube（京田辺校地学生支援課・嗣業館1F）　TEL：0774-65-7021

同級生、上級生＆教職員スタッフとふれあう1泊2日。
【日程】 4月23日（土）～24日（日）　【定員】 80人（学部新入学生対象）
【場所】 同志社びわこリトリートセンター　【申込期間】 4月5日（火）～19日（火） ※先着順
3月に郵送されている申込書に記入の上、両校地いずれかの学生支援課へ。定員になり次第、
受付を終了します。

【お申し込み・お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL:0774-65-7021
　　　　　　　　　　　　　今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270

「尾木ママ」でおなじみ、教育評論家の尾木直樹さんから温かいメッセージをいただきます。
【日時】 4月15日（金）17:00 ～（予定）　【場所】 今出川校地　寒梅館ハーディーホール
【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270 ※在学生も入場可
※京田辺校地でも特別講演会を実施する予定です。詳細はHP、立看板などでご確認ください。

開催日時、開催場所、対戦校、料金等は変更されることがあります。
【フェンシング部】
●4月16日（土）、17日（日）　フルーレリーグ
　会場：大山崎体育館(JR山崎駅、阪急大山崎駅より徒歩30分)　入場無料
●5月7日（土）、8日（日）　　 サーブルリーグ
　会場：大阪市立体育館(地下鉄朝潮橋駅より徒歩5分)　入場無料
●5月21日（土）、22日（日）　エペリーグ
　会場：瀬戸市民体育館(瀬戸駅より徒歩30分)　入場無料

【水泳部】
●4月5日（火）～10日（日）  第87回日本選手権水泳競技大会
　会場：東京辰巳国際水泳場

応援に行こう！～体育会試合日程

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
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　絵
を
描
き
始
め
た
の
は
小
学
4
年
生
頃
で
す
。

誰
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
、絵
画
教
室
に
通
っ
た

わ
け
で
も
な
く
、ま
っ
た
く
の
独
学
で
す
。中
学
で

も
自
分
な
り
の
方
法
で
絵
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
、美
術
部
に
は
所
属
せ
ず
、美
術
の
実
績
で
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
兵
庫
県
立
香
寺
高
校
に
入
学

し
た
の
を
機
に
、美
術
工
芸
部
で
本
格
的
に
先
生

や
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

校
内
の
展
覧
会
に
2
万
人
も
の
方
が
訪
れ
る
ほ
ど

の
高
校
で
し
た
の
で
、芸
術
に
対
す
る
姿
勢
に
も

厳
し
く
、3
年
間
は
ひ
た
す
ら
作
品
を
制
作
し
、休

日
は
お
正
月
と
試
験
期
間
く
ら
い
。そ
れ
ま
で
絵
を

描
く
こ
と
を
単
純
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、そ
の

頃
に
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
の
辛
さ
も
知
り
ま
し

た
。た
だ
、絵
の
実
力
は
高
校
時
代
で
飛
躍
的
に
伸

び
ま
し
た
。初
め
て
展
覧
会
で
賞
を
も
ら
っ
た
の
は

高
校
１
年
の
時
で
、全
国
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
甲
子
園

の
奨
励
賞
で
し
た
。今
ま
で
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
の

は
、第
８
回
全
国
高
校
生
国
際
美
術
展
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
時
で
す
ね
。絵
画
で
は
な
く
、接

着
剤
で
固
め
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
削
っ
た
彫
刻

作
品
の
テ
ー
マ
は「
見
る
」。高
校
生
が
抱
え
る
不
安

や
悩
み
を
、し
っ
か
り
と
見
つ
め
る
姿
を
表
現
し
ま

し
た
。こ
の
美
術
展
で
の
入
賞
は
、香
寺
高
校
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　大
学
を
選
ぶ
際
、美
術
大
学
へ
進
む
こ
と
も
考

え
ま
し
た
が
、大
学
は
も
ち
ろ
ん
学
部
や
学
科
の

特
徴
を
詳
し
く
調
べ
、同
志
社
大
学
の
文
化
情
報

学
部
を
選
び
ま
し
た
。美
大
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、絵
を
描
く
だ
け
に
留
ま
ら
ず
に
視

野
を
広
げ
た
か
っ
た
の
で
す
。京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
で
の
活
動
で
は
、実
際

に
多
く
の
こ
と
を
経
験
で
き
て
い
ま
す
ね
。美
術
展

に
向
け
た
個
人
で
の
制
作
活
動
も
あ
り
、と
て
も
多

忙
な
毎
日
で
す
。ま
た
、大
学
で
視
覚
効
果
を
学
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、感
性
や
経
験
だ
け
に
頼
る
こ
と
な

く
、よ
り
効
果
的
に
伝
え
る
に
は
ど
の
よ
う
な
配
置

で
、ど
ん
な
色
を
使
う
べ
き
か
な
ど
、自
分
の
作
品

を
よ
り
ロ
ジ
カ
ル
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。好
き
な
学
問
が
絵
に
活
き

る
、こ
の
学
部
環
境
は
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　卒
業
後
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
生
業
に
し
よ
う
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。ア
ー
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
側
と
し
て
絵
画
に
関
わ
る
こ
と
で
、ア
ー
ト
の
持

つ
力
を
様
々
な
方
法
で
発
信
し
て
い
き
た
い
の
で

す
。で
す
が
、私
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
絵
を
描
い
て
い
ま
す
の
で
、作
品
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
、感
謝
を
伝
え
た

い
。過
去
に
描
い
た
高
校
に
近
い
商
店
街
を
活
気
づ

け
る
看
板
や
、地
元
の
お
寺
の
絵
馬
な
ど
も
、そ
の

気
持
ち
の
表
れ
で
す
。1
つ
の
作
品
に
対
し
て
真
剣

に
取
り
組
む
こ
と
、そ
し
て
、人
か
ら
愛
さ
れ
る
絵

を
描
く
こ
と
。こ
の
信
条
を
ど
ん
な
時
で
も
忘
れ
ず

に
、一
生
絵
筆
は
離
さ
な
い
で
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

独
学
で
絵
画
を
始
め
、数
多
く
の
展
覧
会
で
入
賞

〜
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
絵
を
一
生
描
き
続
け
た
い
〜

挑 戦 す る 人




